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ある種の花粉症患者が他種の花粉によりアレルギー症状を呈することが知ら

れている．これは，患者血清中に含まれるある種の花粉の抗原を認識する抗体

が，他種の花粉など，他の抗原を同様に認識することが原因であると考えられ

ている．この現象は共通抗原性と呼ばれており，類似性の高いアミノ酸配列を

持つタンパク質が，異なる種の花粉や食物に共通して存在していることを示唆

している．日本で最も罹患率が高く，国民の関心の高いスギ花粉症に関して，

その主なアレルゲンとして Cry j 1 と Cry j 2 が報告されている．しかし，Cry 

j 1 とヒノキ花粉アレルゲン Cha o 1 との共通抗原性が指摘されているものの，

その他の花粉や食品との共通抗原性についてはあまり明らかにされていない．

また Cry j 1 は広く植物に存在するペクテートリアーゼであり，花粉粒外壁と

オービクルに存在することが明らかにされている．Cry j 2 はポリガラクツロナ

ーゼであり，Cry j 1 同様，ペクチンの分解に関与することが知られており，デ

ンプン粒に局在することが明らかにされている．ペクチンは花粉の一般的成分

であり，その分解酵素も花粉に存在すると考えられ，ヒノキ花粉の他にも Cry j 

1 や Cry j 2 と共通抗原性を示すものがあることが考えられる． 

 そこで Cry j 1 と Cry j 2 に注目し，これらに対するポリクローナル抗体抗

およびモノクローナル（mAb）と種々の花粉の反応について酵素免疫定量法

（ELISA）を用いて調べた．その結果，ヒノキ花粉の他にいくつかの種の花粉と

反応が見られた．今回は，ELISA において抗 Cry j 1 および Cry j 2 mAb と反応

のみられた花粉の免疫電子顕微鏡観察の結果を報告する．

 

ヒノキ花粉と抗 Cry j 1 抗体の反応 
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